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廃屋及び空き家等対策事業

4

赤潮被害経営再建緊急支援事業 赤潮被害対策緊急支援資金利子補給等事業

2

農業者支援物価高騰緊急対策事業

1

天草エアライン経営安定化事業

5 あまくさ市議会だより 4あまくさ市議会だより

補正予算審査
　令和５年第４回定例会には、予算関連議案として、一般会計３件（うち専決
処分１件含む）、特別・企業会計３件の補正予算が提出され、そのうち、一般会
計補正予算（第７号）については、予算決算委員会において出張所窓口業務委
託に係る予算を減額する修正案を可決しましたが、９月22日の本会議におい
て修正案を否決し、原案を可決しました。
　そのほかの補正予算は原案のとおり承認、可決しました。ここでは、一般会
計補正予算の主な内容や予算決算委員会での質疑の内容を紹介します。

令和５年度天草市一般会計補正予算（第７号）

コロナ禍において原油価格や物価高騰の影響を受けている
農業者を支援

　コロナ禍において原油価格や物価高騰の影響

を受けている農業者に対し、高騰する農業資材

費の負担の軽減と営農継続に向けた意欲の向上

を図るために緊急的な支援を行う。

（出荷資材支援、生産資材支援、土壌分析支援）

問　事業主体は、農業団体及びすべての農業者

とあるが、ＪＡ出荷者以外でもいいのか。

答　出荷するすべての農家を対象としており、

作物の対象は果樹、野菜、花、お茶等である。

　コロナ禍の影響により令和５年度においても

航空需要がコロナ禍前の水準までの回復が見込

めず、さらに燃料費や物価高騰の影響を受けて

いる天草エアラインに対し、熊本県と地元自治

体が連携して支援を行う。

問　この予算の中でDX推進事業が含まれてい

るがどのような事業なのか。

答　現在の情報管理については、複数の電子デ

ータや紙媒体の書類が混在しているため手間を

要し共有化しにくく、かつ、社員間での迅速な

情報伝達が困難な状況であるため、社内業務の

デジタル化を図る。

　また、利用者の利便性向上を目指したスマー

トフォンアプリの導入も検討する。

1,892万7千円

令和５年度天草市一般会計補正予算（第７号）

長引くコロナ禍の影響を受けている天草エアラインに
県と地元自治体が連携して支援

5,892万4千円

【一般会計】
6億1,501万8千円を追加し
総額565億3,085万6千円に

令和５年度天草市一般会計補正予算（第７号）

老朽危険家屋の解体費用補助金の予算を増額

令和５年度天草市一般会計補正予算（第７号）

予算決算委員会において出張所窓口業務委託に係る事業費を減額する修正案を可決

本会議において同修正案を否決し、原案を可決

　老朽危険家屋等除去促進事業補助金について、当初

の見込みを上回る申請があっており、また国の交付金

の追加内示も見込まれるため補正を行う。

問　今回の追加補正に至った経緯は。

答　昨年度実施した空き家実態調査で本事業に関する

チラシを配布し、今年度は当初予算を増額して対応し

てきたが、予想をさらに上回る申請があっており、予

算不足が見込まれるため追加補正を行った。

750万円

令和５年度天草市一般会計補正予算（第８号）

本年６月から9月にかけて発生した赤潮の被害を受けている
養殖業者等を支援

【事業内容】

　被害魚種及び代替魚（中間魚等）購入費用の

　一部を補助

【補助率】中間魚等購入額の１/５

1億9,200万円

【事業内容】

　必要な資金を借り入れる場合に発生する利子

　及び保証料を補助

【補助対象期間】５年

【補助率】10/10

420万円

　９月６日の予算決算委員会において、委員より、一般

会計補正予算（第７号）について、22か所の出張所廃

止及びそれに伴う郵便局への委託事業に係る予算を減額

する修正案が提出されました。出張所は長年、市民にと

って最も身近な窓口となっており、廃止や機能見直しに

ついての住民周知が進んでおらず、来年度廃止・見直し

は時期尚早との理由によるものです。

　委員間討議などを経て、委員会では採決の結果、賛成

多数で修正案を可決し、その後修正案を除く原案を可決

しましたが、同月22日の本会議では同修正案を否決

し、原案を可決しました。

＜補正予算審査の流れ＞
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